
［補足資料］ 

 

［調査方法］ 
１ 社会的な背景を踏まえ個人の行動・選択や意思決定に関する変化を時間とともに理解し、その

プロセスを可視化できる心理学的手法の複線径路等至性モデル（Trajectory Equifinality Model
（以下「TEM」といい、可視化された図を「TEM 図」という。））を用いた。 

２ 調査対象は、農外からの就農で 10 年以上経過し、現在は経営が軌道にのっている（自身が設
定した経営経営拡大目標を達成し、人材確保や収支・資金繰り等の経営基盤が安定）施設野菜
専作経営体Ａ氏、Ｂ氏を選定した（表１）。両氏に対するヒアリング調査を基に、就農を決心してか
ら経営が軌道にのるまでの両氏の共通性を捉えた TEM 図（図１）を作成した。 

図１ 施設野菜専作経営体Ａ氏、Ｂ氏の経営発展過程の共通 TEM 図 
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